日本建築家協会（JIA）HPより　抜粋

□公共建築の設計入札について考える  
皆さんは、ほとんどの公共建築の設計者が「入札」によって選ばれていることをご存じでしょうか?。税金を使ってつくる大切な公共財産の設計を託す人が「設計料の安さ」で決められています。
2004年7月に台東区で行われた区立病院の基本設計の入札で、予定価格の0.02%のわずか8,366円で落札されるという事件が起こりました。しかも、落札者はJIA会員が所属する設計事務所であり、応札者36社のうち16社が予定価格の半値以下というショッキングな事件でした。

建築設計の報酬は、すでに出来上がった物品を購入する代金とは根本的に異なります。入札で設計者を決めるのは、公平・公正で、お金の節約になるような印象がありますが、じつは、その裏にさまざまな問題があります。大きな公立病院の基本設計が8千円でできるわけがなく、けっして市民の皆さんの利益にはならないのです。

この事件を発端に、日本建築家協会（JIA）では、入札の問題について熱心な議論が行われています。このホームページでは、その議論の経過や再発防止の試みを伝えてまいります。入札の参加者には当協会会員が所属する事務所も含まれるので、このような情報の公開は、私たちJIA自身が抱える問題を公にさらすことでもあります。しかし、私たちは、自らへの戒めを含めて公開し、市民の皆さんに実状を知ってもらい、設計入札の問題点と入札に代わる設計者選定方法について一緒に考えていただきたいと思います。

□ なぜ、ダンピングはいけないか

自由市場の原理から、安い金額で設計を発注することのどこがいけないのか、という声を耳にすることがあります。私たち建築家の議論は、皆さんには同業者どうしの利益を守るための話のように聞こえるかもしれません。

じつは、私たち建築家が問題にしているのは、設計料のダンピングが結果的に発注者である市民の皆さんの不利益を招くということなのです。

建築の設計は、多くの知識と経験にもとづいた知的活動で、多大な手間と時間のかかる作業です。そして建築は、それが民間のものであれ、公共のものであれ、社会と文化、環境に影響を与えます。ですから、製品化された物品を買う代金と、これからつくる建築の設計報酬では、まったく性格が異なります。また、設計を依頼された建築家は、皆さんの大切な財産を設計する、いわば何千万、何億、何十億というお金の使い道を任されるようなもので、たいへんな責任があります。

皆さんは、体の具合が悪いときには、お医者さんに診てもらいますね。日本では診療報酬は制度化されていてどこでも変わりませんが、もし、幾らでもよいとなったら、それこそ慎重にお医者さんを選ばなきゃならないでしょう。皆さんは、自分の体を診てもらうお医者さんを、診療報酬の安さで選ぶでしょうか?。

公共建築の設計者を競争入札で決めるやり方は、市民の皆さんの貴重な税金の使い道を託す建築家を、設計報酬の安さで決めるというものです。じつは日本にも建築士事務所の業務報酬の算定基準を定めた「国土交通省告示1206号」があるのですが、「競争入札」の名のもとに、基準から大きく外れた金額で公共建築の設計が委託されているのが実態なのです。皆さんは、こんなやり方を納得できるでしょうか。

もし、設計業務を、それに必要な手間に見合わない金額で受託すれば、どんなことが起こるでしょう。

業務受託した設計事務所では、その業務報酬（設計料）から、何人のスタッフを何日携わるかを考えます。得られる金額から限られた人件費しか掛けられないのは当たり前ですね。それでは必要な手間に足りず委託された仕事を達成できない場合、あなたならどうしますか?　少ない料金で、できれば無料で手伝ってくれる人を探すでしょう。

ふつう、タダで手伝ってくれる人なんてめったにいませんね。でも、その人にとって手伝うのにかかる費用を上回る経済的メリットがあるなら、手伝ってもらえることがあります。業者にとっては、設計協力は受注のための大きな力になり、その費用は工事代金から賄えばいいという考えが成り立ちます。もし、こんな動機で協力が行われたら、安い報酬で設計を頼んだことが、結果的に高い買い物になりかねません。

建築家は頼まれた業務を誠実にやり遂げなければいけません。ですから、このようなお話を皆さんにすることは、私たちにとってとても辛いことです。しかし、残念ながら、スタッフを食べさせるために、やむを得ず無理な金額で入札に応じてしまっている建築家がいることも事実です。

建築は社会や文化をかたちづくる大切なものです。私たち建築家はそのための責任を果たしたいと考えています。ほとんどの公共建築の設計者が「入札」で決められている国は、先進国の中ではこの日本だけです。入札という設計者選定がいかに文明国にあるまじきやり方かをご理解いただきたいのです。

	

	


□入札に代わる設計者選定方法について

公共建築の設計者選定には、競争入札以外に4つの方法があります。

まず、特命方式。発注者が自らの意思で設計者（設計事務所）を選ぶやり方です。この方式では、発注者自身が建築家の資質を判断し委託先を決めます。誰がどういう基準で判断をするのか、公正性を客観的に示し難いという難点がありますが、信頼できる確かな判断をできる人が選べば、もっとも確実な方法かもしれません。

次に、コンペティション方式。設計案を募って、審査を行い、もっとも良い案の設計者（設計事務所）に委託するやり方です。要項を公開し募集するので公平性があり、複数の審査委員の合議で審査するので公正性があります。また審査委員や審査過程を公表することで透明性が得られます。ただし、設計図の作成には大変な手間がかかるので応募者には大きな負担になります。誰でも応募できる公開コンペと、指名された数社が応募できる指名コンペの2通りがあります。

3番目に、プロポーザル方式。具体的な設計図の手前の段階のアイデアや提案を示すレポートを募集し、それを審査して設計者（設計事務所）を選ぶやり方です。コンペ方式と同様に、要項を公開し募集するので公平性があり、審査員による公正性があります。審査委員や審査過程を公表することで透明性も得られます。コンペ方式のように応募者に設計図作成の大きな負担がかからないメリットがあります。

最後に、資質評価方式（QBS方式）。これは、設計者（設計事務所）の資質や実績を評価して選ぶやり方です。応募者の書類（資質表明書）による選考、さらに代表作品の現地視察や設計者へのインタヴューなどの選考によって決めます。要項を公開し候補者を募集するので公平性があり、選考委員による公正性があります。選考委員や選考過程を公表することで透明性も得られます。
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